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一般オフィス 新社屋

熱源機械室・防災備蓄倉庫
地中熱利用

（アースチューブ）

地下水利用 水蓄熱層

フロアフロー空調
（全面床吹出空調）

シミズ ハイウッドビーム
太陽光発電

Hydro Q-BiC
（水素エネルギーシステム）

自然採光・自然換気

躯体蓄熱型放射空調
（TABS）

30.6m（最大スパン 25m）の木質大空間を実現
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清 水 建 設 北 陸 支 店 新 社 屋
SHIMIZU CORPORATION HOKURIKU BRANCH

地域に根差した超環境型オフィス

屋根を支える架構は県産の能登ヒバで
鉄骨を耐火被覆する木質ハイブリッド
梁である。その架構上部から自然光を
導き、奥行の深いオフィスで昼光利用
を促すと共に、曇天の多い金沢でも空
の移ろいを感じられる空間とした。

日照時間の季節変動が大きい北陸でも
柔軟な自然エネルギー活用を実現する
システムである「HydroQ-BiC」を国内
で初めて建物内に実装。 Hydro Q-BiC は
太陽光発電の余剰電力を水素に変換し
て吸蔵合金に貯蔵し、電力需要に応じ
て水素を放出・発電して平日の電力消
費の多い時間帯に電力ピークカットと
して利用する。安全に長期の水素貯蔵
ができるため、秋に貯蔵し冬に発電す
ることも可能である。BCP 電源（７２
時間以上）としても稼働する。

計画地である金沢市の気候・風土を活かした自然エネルギー利用
と先端技術を掛け合わせることで『ZEB』（BELS☆☆☆☆☆）を
実現した。北陸地域における『ZEB』の普及を促進するため、見
学会などを通して広く情報発信を行っている。2021 年 5 月の運
用開始以来、石川県、金沢市などの行政、民間企業を合わせて
400 組以上の団体の見学を受け入れている。

自然光で明るい格子天井のオフィスの様子

断面図構成と各種省エネルギー技術

1階に設置した建物付帯型水素エネルギー利用システム
（Hydro Q-BiC）

　清水建設北陸支店の社屋建て替え計画である。計画にあたっ
ては、この地で支店が営んできた 100 年を尊重し、次代を見
据えた高い環境性能のオフィスを地域に根差したかたちで実現
することを目指した。
　新社屋の高さは旧社屋に合わせ、既存樹木を保存するよう配
置を決定した。オフィスは外周部の壁柱と内部の小径鋼管柱、
フラットスラブで構成されたワンルームとし、多様なアクティ
ビティに対応する場づくりを行った。屋根を支える架構は、県
木の能登ヒバで鉄骨を耐火被覆するハイブリッド梁である。上
部から自然光を導き、曇天の多いこの地でも空の移ろいを感じ
られる空間とした。
　環境性能は、地域特性を活かした自然エネルギー利用により

『ZEB』を達成したうえで、水素エネルギー利用システムを初
実装した。これにより、日照時間の季節変動が大きい北陸でも
柔軟なエネルギー運用が出来る。
　技術に裏付けされた取り組みを、地域に根差したかたちで具
現化し発信していくことが、この地方都市に建つ中規模オフィ
スに期待する役割である。

This was a project to reconstruct the Shimizu Corporation 
Hokuriku Branch office building. The aim was to realize an 
office bui ld ing rooted in the local i ty  and with high 
environmental performance.
The height of the new building matches that of the old 
building, and the layout was determined so that the existing 
trees could be preserved. The office is composed as one 
room with pilasters on the periphery, small-diameter steel 
columns on the interior, and flat slabs, to provide spaces 
that can be used for various activities. To support the roof, 
hybrid structural steel beams are provided, with Noto hiba 
grown in the prefecture as fire-resistant covering. Natural 
light streams in from above, so the changes in the sky can 
be felt in the building spaces.
The “ZEB” standard has been achieved with natural energy, 
and it is the first building to have a hydrogen energy system 
installed. Flexible energy operation is enabled even in this 
region where there is a large variation in the seasonal 
sunlight hours.
Achieving and publicizing these initiatives rooted in the 
locality and backed by technology raises the expectations for 
this medium-sized office building constructed in a provincial 
city.

所  在  地 　　石川県金沢市玉川町 5-15
主要用途 　　事務所
設計施工　 　清水建設

規模───────────────────
階　　数 　　地下 1 階 地上 3 階
敷地面積 　　3,255.01 ㎡
建築面積 　　1,546.69 ㎡
延床面積 　　4,224.46 ㎡

構造───────────────────
主体構造 　　鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造
杭・基礎 　　直接基礎

構造体の構成 壁柱に囲まれた空間 : 2 階ミーティングスペース

3 階

2 階

屋根

耐火木鋼梁
（能登ヒバ）

1 階

RC 壁柱（t 400mm）

鋼管柱（φ 203mm）

夕景の南ファサード：内部の木格子天井とオフィスが柔らかく表出する

3階からオフィス全体を見る ： 2・3階が吹抜でつながり、ワンルームの中に多様な場を内包する
配置図 兼 １階平面図　S=1:500 ２階平面図

３階平面図

建物外周部に配置した RC の壁柱により地震時の水平荷重
を負担し、内部は小径の鋼管柱で鉛直荷重のみを支持す
ることで、約 30m×30m の開放的な空間を構成した。２・
３階のオフィスは不整形な吹抜を介して繋がる一体空間
であるが、オーバーハングする床に覆われた空間、壁柱
に囲まれた空間など多様なアクティビティに対応する場
づくりを行っている。外周部の壁柱に囲われた小さなス
ペースには、コア、サポートエリア、ミーティングスペー
スなど、滞在時間の短い用途を配置することで、外部熱
負荷のバッファーゾーンとして空調負荷を抑えることに
寄与している。

自然の光・風を感じるオフィスの創りこみ 評価表（自己評価）

 建物の構成  地域特性を活かした自然エネルギー利用と先端技術により『ZEB』(BELS☆5) を実現  水素利用による
 柔軟なエネルギー運用を実現

木質化による地産地消の実現・
空の移ろいを感じる木格子天井

エネルギー消費量比率 BELS 評価証

集成材（能登ヒバ）

集成材（能登ヒバ）

鉄骨梁 鉄骨梁
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80

 場所に根差した超環境型オフィス 

構造体である壁柱は
そのまま外観に現し
とし、庇と共に外部
からの環境負荷を低
減することに寄与し
ている。これらは夏
の厳しい日射を遮り、
冬の暖かい日差しを
届けることを可能に
する。南ファサード
は、大判の Low-E 複
層ガラスを用いた大
開口とし、二重床内
に設けたクライマー
式ブラインドと庇の
効果を組み合わせる
計画とした。

約 30m×30m のオフィスでは、中央部には壁面からの自然光も届きにくく空気もよどみがちとなる。そのため、自
然光や自然風の取り込み方には建築・設備を一体的にとらえて慎重に検討し、奥深いオフィスでも光と風を感じら
れる、人にやさしい環境づくりを目指した。

【自然光】オフィス上部の木格子にハイサイドライトを設えて天井面から自然光を取り入れ、オフィス中央部でも自
然光を感じられる空間としつつ照明エネルギーの低減を図った。その際にハイサイドライトは自然光を内部へ導く

「集光装置」、格子梁は光を室内に拡散させる「配光装置」として捉え、天井面の明るさを確保しつつグレアを抑え、
より柔らかい自然光が届く形状と組合せの検討を行った。具体的には、パラメトリックに生成したハイサイドライ
トと格子梁の組合せに対し、UDI 解析 * による検証と DGP（Daylight Glare Probability）を指標としたグレアの確
認を行い形状を決定していった。
*UDI 解析（Useful Daylight Illuminance）

【自然風】自然風の取り込みは空調エネルギーの低減にも大きく影響するため、各種センサーにより換気口の開閉動
作を自動制御で行い効率化を追求した。通風口は建物形状を考慮した屋外気流シミュレーションに基づき、中間期
に大きな風圧係数の発生頻度が高い東・西・南面とハイサイドライトに自動換気口と手動開閉サッシュを設けた。
気象・温熱環境データや過去の実績に基づき自然換気の方が省エネルギー的に最適と判断した際に自動制御で空調
を止め自然換気を行う。空調設備はこの自然換気とともに吹抜空間を効率的に空調することが可能な「躯体蓄熱放
射型 TABS（Thermo Active Building System）＋床吹出空調」によるタスク & アンビエント成層空調とし、快適な
温熱環境を維持しながら消費エネルギーの低減を図った。なお TABS の主熱源は北陸で豊富な雪解け水による地下
伏流水を還元しながら用いている。

庇・壁柱・竪ルーバーで日射をコントロール

南ファサード

南面ACWとクライマー式ブラインド

気象データに基づく屋外気流シミュレーション中間期最適風向
分析結果（金沢）

TABS & 床吹出空調の概念図 タスク空調（ファン付吹出口）
発停システム概念図

ハイサイドライトと格子梁の組合せを
UDI評価を用いて検証集光装置と配光装置（ハイサイドライトと格子梁）屋根上部にて北向きに設けたハイサイドライト 吹抜を介したハイサイドライトから

の自然光（照明を消した状態）

西面
南面

西面
南面

南西から望む _ 風圧 WSW 風 南西から望む _ 風圧 NEE 風

ブラインド:クライマー式

アルミカーテンウォール：
ノンクロメート化成被膜処理の上
ハイブリッド粉体塗装

Low-E複層ガラス
Low-Et10+A16+HSt10

壁柱：
コンクリート化粧打放し
の上
フッ素樹脂クリア塗装

天井：
アルミエキスパンドメタル

庇上部：
高強度超速硬化ウレタン
複合防水

外部オープンミーティング
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Aの位置にいるよ！ Bの位置に
いるよ！

Cの位置にいるよ！

ビーコンA タスクファン ビーコンB タスクファン ビーコンC タスクファン

1.5m 1.5m

位置情報サーバ

排気

フロアフロー空調

新鮮空気

躯体蓄熱型
放射空調 (TABS)

還気




